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１．はじめに 

高度経済成長期に多く建設された土木構造物は老

朽化が顕在化している．その中でも鉄筋コンクリー

ト構造物において鉄筋腐食によるコンクリート塊の

はく落が問題となっている．その防止対策として，近

年の高架橋上部構造やトンネル覆工等には短繊維補

強コンクリートが適用されている．しかし実際に鉄

筋が腐食し，ひび割れが生じたときの短繊維混入に

よるはく落抵抗性の向上を検討した研究は少ない． 

本研究では，海水散布環境に 10 年間暴露し，鉄筋

が腐食し，一部ひび割れが生じた短繊維補強コンク

リート供試体を対象に，押抜き実験による最大荷重

やひび割れ幅の変化を比較し，短繊維混入によるは

く落抵抗性を明らかにすることを目的とした． 

２．実験方法 

(1) 試験ケースおよび角柱供試体の製作 

PVA(ポリビニルアルコール)繊維を混入した短繊

維補強コンクリートの角柱供試体の概要を図-１に

示す．供試体寸法は 100×100×400mm とし，直径

13mm の鉄筋を芯かぶり 25mm で配置した．鉄筋の

純かぶりは，18.5mm である．実験ケースは短繊維混

入率 0.0%，1.0%の 2 ケースとした．暴露条件は，鋼

材腐食あるいはコンクリート劣化に対して厳しい飛

沫環境にするため，約 4 時間自然海水を散布し，乾

燥 8 時間の繰り返しを 10 年間行った. 

(2) 鉄筋の押抜き実験 

実験概要を図-２に示す．この実験は，鉄筋腐食に

よるひび割れおよびはく落を引き起こす現象を簡易

に再現可能な載荷実験である．今回の実験では，角柱

供試体から長さ 100×高さ 100×幅 50mmの供試体を

3 体切り出した．加工の際に供試体の両側から鉄筋を

約 10mm ずつ突出させた。各供試体切断面のひび割

れ幅を表-１に示す．試験では，供試体を試験機に固

定し，鉄筋に荷重を鉛直下方向に載荷した．計測は，

荷重，鉄筋の相対変位，コンクリートひずみについて

行った．図-３のように切断面の片面 3 ヶ所に検長

20mm の塑性域ひずみゲージを貼りつけた．

図-１ 角柱供試体の概要を切り出し位置 

 

   
図-２ 実験概要 

 

表-１ 供試体のひび割れ幅 

供試体番号 

切断面の 3 方向 

最大ひび割れ幅(mm) 

表 裏 

0.0-1 なし なし 

0.0-2 0.20 なし 

0.0-3 0.25 なし 

1.0-1 なし なし 

1.0-2 なし なし 

1.0-3 0.20 なし 

 

 

図-３ 供試体切断面 
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３．荷重－変位関係 

図－４に荷重と変位の関係を示す．初期ひび割れ

がない供試体の最大荷重が 5kN～7kN に対し，初期

ひび割れがある供試体の値は 4kN 以下であった．こ

れは一度でも鉄筋腐食によるひび割れが発生すると，

除荷-再載荷の履歴をたどると考えられた。短繊維を

混入していないケースでは，荷重が上昇し急激に低

下した後，荷重を保持できず，コンクリートがはく落

した．一方，短繊維を混入させると，荷重が急激に低

下しても荷重を保持し，変位 8～9mm までコンクリ

ートがはく落しなかった．また変位 3mm まで荷重

1kN 程度を保持する結果が得られた． 

４．荷重－ひずみ関係 

図－５に短繊維混入率 0.0%，1.0%の荷重とひずみ

の関係を示す．ひずみゲージはひび割れ幅の拡大に

伴い切れたため，それ以降のひずみは測定されてい

ない．いずれのケースも，下側(bottom)のひずみが大

きく生じることが確認できた．短繊維を混入してい

ないケースは左右側のひずみが生じなかったが，短

繊維を混入したケースは左右側のひずみが生じた．

短繊維を混入していないケースの最大ひずみは 1500

×10⁻⁶であることに対して，短繊維を混入したケー

スの最大ひずみは 1000×10⁻⁶であり，短繊維による

ひび割れ幅の拡大抑制効果が見られた。 

５．載荷試験後のひび割れ発生状況  

 載荷後の供試体写真を図-６に示す．短繊維を混入

していない供試体は 3 方向にひび割れが生じたが，

短繊維を混入した供試体のうち 1 つは 2 方向に生じ

た．短繊維を混入することで曲げひび割れの開口が

抑制され，左右方向にひび割れが拡大した． 

６．まとめ 

(1) 短繊維混入により，ひび割れが大きく生じた後

も荷重を保持できることが確認できた． 

(2) 鉄筋周囲のひずみは短繊維混入に関係なく下方

向に大きく生じたが，短繊維混入によって左右側

2 方向にも生じた． 

(3) 短繊維を混入することによって下方向のひずみ

が抑えられ左右側のひび割れに影響し，載荷後の

供試体ひび割れの状態が異なった． 
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図－４ 荷重－変位関係 
 

図－５ 荷重－ひずみ関係 
 

 

図－６ 載荷試験後のひび割れ発生状況 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0 1 2 3 4 5

荷
重
(k
N
)

変位(mm)

0.0‐1

0.0‐2

0.0‐3

1.0‐1

1.0‐2

1.0‐3

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

-500 0 500 1000 1500 2000

荷
重
(k
N
)

ひずみ(×10⁻⁶)

left bottom right

（ａ）0.0-2 （ｂ）1.0-1

0.0-1

1.0-2


	headerL403: V-008
	headerR403: 土木学会中部支部研究発表会 (2015.3)
	NextPage403: -403-
	headerL404: V-008
	headerR404: 土木学会中部支部研究発表会 (2015.3)
	NextPage404: -404-


